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〔論文審査の要旨〕 
 
本論文はデータベース中の大量のレコードを選別する技術をまとめたものである．博士申請

者は「スカイライン」と呼ばれる問い合わせ機能を利用して「他のレコードに劣っていない」

ものだけを取り出すことにより効果的に情報の選別を行う手法を提案している． 
従来のスカイラインは，例外値や更新に弱いという問題が知られている．他にも，応用する

にあたってプライバシー上の危険性も指摘されている．申請者らは，これまでの研究で，スカ

イライン集合という概念を導入し，これらの問題を解決した．申請者は，このスカイライン集

合の計算を分散環境で並列に，かつ，プライバシーを保護したまま計算する手法を提案した．

さらに，時空間情報を含むデータベースの情報選別問題，とくにホテルやレストラン等の地理

情報データベースへの応用法について研究した．地理情報データベース上のレコードを選択す

る場合，立地条件が影響することが多い．そこで，情報選別をする際に立地条件に配慮する新

たな手法を提案した．博士論文は主に以上のような業績をまとめたものとなっている． 
 
審査では，過去の研究との差分，スカイラインの有用性，プライバシーの定義とその保護法

の明確化などが課題として指摘された．口頭諮問，公聴会をとおして申請者から有用性以外の

すべての論点に関し明確な説明が加えられた．有用性に関しては，約 10 年前にスカイライン

が提唱されて以来，その有用性を評価する実験は学会内でも行われた事例はないが，学会内で

活発に研究され，実用面でも広く応用され続けている点から，申請者の博士論文の評価を下げ

る問題ではないと判断した． 
 
 以上，審査の結果，本論文の著者は博士（工学）の学位を授与されるに十分な資格があるも

のと認められる． 
 
 
 
備考：審査の要旨は，1,500 字以内とする。 


